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　北海道の北東部、オホーツク海沿岸より約 20 ㎞内陸に位置する遠軽町は、アイヌ語で「眺める・

いつもする・ところ」という意味を持つ国指定名勝「瞰
がんぼういわ

望岩」が町名の由来となった町です。

　遠軽町へは、道央圏とオホーツク圏を結ぶ高規格幹線道路旭川・紋別自動車道（一般国道 450

号）が遠軽 IC までつながっており、高速道路を利用することでスムーズにアクセスできます。ま

た、242 号（北見・網走方面へ）を利用することで網走方面や知床方面へのアクセスも容易となっ

ています。遠軽町埋蔵文化財センターは、旭川・紋別自動車道の白滝 IC を降りてすぐの場所に位

置しています。

約１時間
５０分

●道の駅しらたき

※所要時間は、天候や道路の混雑状況、路面状況により変わります。※所要時間は、天候や道路の混雑状況、路面状況により変わります。

●道の駅遠軽森
のオホーツク

●遠軽町埋蔵文化財
センター

約２０分 約１５分

約３５分 約１０分

約 4 ０分

・・旭川空港

・・旭山動物園

道央自動車道（有料区間） 旭川紋別自動車道（無料区間）高速自動車道
遠軽 I.C.

白滝 I.C.
奥白滝
I.C.

愛別
I.C.

比布
JCT旭川 I.C.

札幌 I.C.

　１　遠軽町の場所とアクセス



旭川紋別自動車道（無料区間）旭川紋別自動車道（無料区間）旭川紋別自動車道（無料区間）

  白滝総合支所 ｺ  
遠軽町埋蔵文化財センタ  
白滝ジオパーク交流センター

バス停留所
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布
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面

白滝ＩＣ

※白滝ＩＣ降口
　より信号左折

※写真の建物
　が白滝支所
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■開館時間　9：00 ～ 17：00（入館は 16：30 まで）

■休 館 日　5月～１０月まで無休

　　　　　　１１月～翌４月から土・日・祝日・年末年始（12/31 ～ 1/5）休館

■入 館 料　

　【常設展示室】一般３２０円（２６０円）／高校生以下１６０円（１３０円）／未就学児無料

　【企画展・特別展・】その都度、別に定めます。

　【年間パスポート】一般 1,050 円／高校生以下 530 円

■お問い合わせ

　〒 099-0111　北海道紋別郡遠軽町白滝１３８番地１　白滝総合支所内

　TEL　0158-42-2020　／　FAX　0158-42-2374　／　Email　geo@engaru.jp　

※発行日から 1年間有効
※体験学習室使用料も適用

※（　）内は 10名以上の団体料金

遠軽町埋蔵文化財センターのある白滝総合支所概観遠軽町埋蔵文化財センターのある白滝総合支所概観

　２　遠軽町埋蔵文化財センター利用案内



  

白滝総合支所白滝総合支所

遠軽町埋蔵文化財センター
白滝ジオパーク交流センター出入口

（白滝総合支所出入口）

    

白滝総合支所

インフォメーション・ゾーンインフォメーション・ゾーンインフォメーション・ゾーン

インフォメーション・ゾーンインフォメーション・ゾーンコミュニケーション・ゾーン

ナビゲーション・ゾーンナビゲーション・ゾーンナビゲーション・ゾーン
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　３　施設の紹介

１階　白滝ジオパーク交流センター

平面図

　遠軽町埋蔵文化財センターは、国指定史跡「白滝遺跡群」出土資料を中心とする考古資料の展示・

収蔵を行う施設として平成 24（2012）年に開館しました。施設には、北海道の旧石器時代を代表

する重要文化財「北海道白滝遺跡群出土品」をはじめ、数多くの資料が展示されているほか、黒曜

石を活用した石器づくりなど体験学習も実施することができます。

　また、日本最大級とも言われる黒曜石産地が白滝地域に位置していることから、この黒曜石産地

とその直下に遺された旧石器時代の遺跡を中心として、日本ジオパークとして認定されています。

施設 1 階では、黒曜石を地球科学の視点から紹介する「白滝ジオパーク交流センター」が整備され、

地球のしくみから黒曜石を紐解くとともに、黒曜石産地へのツアー拠点となっています。



    

インフォメーション
  研修室
インフォメーション
  研修室
インフォメーション
  研修室

体験学習スペース体験学習スペース体験学習スペース

    

出入口
大地に遺された記憶大地に遺された記憶

現れた大遺跡群現れた大遺跡群現れた大遺跡群

白滝での石器づくり白滝での石器づくり白滝での石器づくり

旧石器時代のくらし旧石器時代のくらし旧石器時代のくらし

遠間栄治記念室遠間栄治記念室遠間栄治記念室

黒曜石ギャラリー黒曜石ギャラリー黒曜石ギャラリー

大地に遺された記憶大地に遺された記憶大地に遺された記憶

大地に遺された記憶大地に遺された記憶 旧石器時代のくらし旧石器時代のくらし
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２階　遠軽町埋蔵文化財センター

平面図
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　遠軽町埋蔵文化財センターでは、白滝地域から産出する黒曜石を使った体験学習プログラムを実

施しています。ご家族連れなど個人のお客様は「いつでも」「予約なし」に体験することが可能です。

また、10 名以上の団体や学校でご利用の場合は、事前に予約いただくことで、学芸員や地元町民

ガイドが付きっきりで指導することが可能です。対応可能人数や体験に必要な服装や準備など詳し

くはお問い合わせください。

　黒曜石を鹿の角のハンマーで薄く割っていき、旧石器時代

の石器である尖
せ ん と う き

頭器（ヤリの先につける石器）を作ります。

所要時間　６０分～

材 料 費　３００円

※ゴーグルや軍手等の必要な備品は貸し出します。

黒曜石の石器づくり体験1

　体験用の粘土をこねてミニチュア土器を作ります。土器の

模様付けの参考に、縄文土器や擦文土器を観察します。

所要時間　９０分～１２０分

材 料 費　５００円（材料代２００円＋焼成代３００円）

※作成からお渡しまで 2 週間以上（乾燥と焼成のため）かかります。

土器づくり体験2

黒曜石のアクセサリーづくり体験3
　石器づくり体験で生じたカケラをリサイクルし、イラスト石器づくり体験で生じたカケラをリサイクルし、イラスト

や文字を彫刻してオリジナルアクセサリーを作ります。や文字を彫刻してオリジナルアクセサリーを作ります。

所要時間所要時間　３０分～６０分　３０分～６０分

材 料 費材 料 費　２００円　２００円

※黒曜石の形は不揃いとなります。※黒曜石の形は不揃いとなります。

　４　体験学習の紹介
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まが玉づくり体験4

骨
こ っ か く き

角器づくり体験5

とんぼ玉づくり体験6

　「滑
かっせき

石」という硬度１の軟らかい石をサンドペーパーや耐

水ペーパーを使ってまが玉を作ります。

所要時間　６０分～１２０分

材 料 費　４００円

※作業用に不織布のエプロンを貸出します。

　遺跡から出土する動物の骨や角を加工した道具「骨角器」

を模して鹿の角を素材にペーパーナイフなどを作ります。

所要時間　６０分～９０分

材 料 費　２００円

※作業用に不織布のエプロンを貸出します。

　色ガラス棒を卓上バーナーで加熱し、とかしたガラスを鉄

芯に巻きつけビーズ玉を作ります。

所要時間　１２０分

材 料 費　５００円

※定員４名まで

　埋蔵文化財センターの学芸員や地元町民ガイド

が遠軽町内の学校に出かけて、先生方と共同で授

業を行います。授業内容は相談して決定しましす

が、石器づくりなど体験の対応も可能ですので、

お気軽にご相談ください。

体験学習の出前授業について
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　５　野外観察の紹介

　遠軽町埋蔵文化財センターでは、旧石器時代の一大遺跡である白滝遺跡群と、この地域に遺跡が

遺された最大の理由である黒曜石産地での野外観察とを組み合わせることで、自然と人との関りに

ついてより深く学ぶことができます。

　白滝地域の黒曜石産地は国有林内に位置しているため、立入りには事前許可が必要ですが、遠軽

町と国有林の管理を行う網走管内森林管理署とが協定を結び、学習活動や観光ツアーへの活用が可

能となっています。一方で、黒曜石をはじめとする地域の貴重な資源の保護のため、黒曜石を持ち

帰るなどの行為は禁止されています。

　黒曜石溶岩が上流に位置する河川の河原で黒曜石の大きさ

や形状のほか、周辺の自然環境の観察を行います。

　60 名以上の団体や利用時間が限られているなどの場合に

適した観察場所となっています。

所要時間　６０分程度（車での移動時間含む）

河原での黒曜石観察1

　標高約 800 ｍ地点に位置する黒曜石溶岩露頭まで移動し、

溶岩の中身や黒曜石がどの部分にできているかなど観察を

行います。マイクロバスなど移動手段が限られているため、

20 人前後での観察や学習に適しています。

所要時間　１５０分～（車での移動時間含む）

黒曜石溶岩露頭の観察2



デジタルミュージアムのフロアマップデジタルミュージアムのフロアマップ

◎にカーソルをあてると資料の解説文が表示されます◎にカーソルをあてると資料の解説文が表示されます
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　６　インターネットによるプログラムの紹介

　ここでは、施設見学や野外観察の事前学習として利用できる遠軽町埋蔵文化財センターデジタル

ミュージアムについてご紹介します。

　デジタルミュージアムでは、インターネットを介して遠軽町埋蔵文化財センターの展示情報を閲

覧できるほか、オンライン授業と組み合わせることで、現地の学芸員や地元町民ガイドとコミュニ

ケーションを通して学習することができます。

　デジタルミュージアムは、https://my.matterport.com/show/?m=UbN2JmumPzw です。
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　７　学習指導案・活用案

　白滝ジオパークは、地域における ESD（持続可能な開発のための教育）活動の支援窓口として、

地方センターや他の地域の ESD 拠点と連携して、活動を支援したり、これから ESD を始めよう

とする活動主体に働きかける組織や施設である「地域 ESD 活動推進拠点」に登録されています

（https://hokkaido.esdcenter.jp/2020/09/30/regionalesdbase-3/）。

　ここでは、遠軽町埋蔵文化財センターおよび白滝ジオパーク交流センターにおいて実施している

展示見学・体験学習・野外観察について、小学校、中学校の学習指導要領に基づき教科単元と紐付

けを行った上で、ESD の視点から環境教育プログラムとして授業デザインを行った学習指導案・

活用案についてご紹介します。

遠軽町埋蔵文化財センター黒曜石ギャラリー遠軽町埋蔵文化財センター黒曜石ギャラリー
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白滝黒曜石溶岩露頭の１つ、八号沢露頭白滝黒曜石溶岩露頭の１つ、八号沢露頭
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